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本書の使いかた 


本書を正しくご活用いただくための表記上の約束ごとを説明します。 

表記上の約束 

注意マーク . に続く説明文は、製品の取り扱いにあたって特に注意すべき事項です。 

この注意事項に従わなかった場合、身体や製品に損傷を与える恐れがあります。 
次の動作マーク . に続くページは、次にどこのぺージへ進めばよいかを記しています。 

文中の用語表記 

• Windows 搭載パソコンの場合、本書では、次のようなドライブ構成を想定して説明しています。 
C: 八ードディスク 
D: CD-ROM ドライブ 

•文中 [] で囲んだ名称は、ダイアログボックスの名称や操作の際に選択するメニュー、ボタン、 
チェックボックスなどの名称を表しています。 

•本書に記載されている八ードディスク容量は、 1GB = 1000 3 byte で計算しています。〇 S や 
アプリケーションでは、 1GB = 1024 3 byte で計算されているため、表示される容量が異なります。 


■本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改変などを 
行うことは禁じられております。 

■ BUFFALO ™ は、株式会社バッファローの商標です。その他、本書に記載されている他社製品名は、 
一般に各社の商標または登録商標です。 

本書では、™、®、◎などのマークは記載していません。 

■本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される場 
合があり、現に購入された製品とは一部異なることがあります。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがあ 
りましたら、お買い求めになった販売店または弊社サボートセンターまでご連絡ください。 

■本製品は一般的なオフィスや家庭の 0 A 機器としてお使いください。万一、一般 0 A 機器以外として使用 
されたことにより損害カヾ'発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 
•医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途には 
使用しないでください。 

• —般〇 A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用するときは、 

ご使用になるシステムの安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。 

■本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使用しない 
でください。また、弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サボートを行っておりません。 
■本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するもの 
については、日本国外への輸出に際して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可）が必要です。 
■本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用ください。特に、注意事項とし 
て記載された取扱方法に違反する使用はお止めください。 

■弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失•破損 
した場合については、保証しておりません。本製品が八ードディスク等の記憶装置の場合または記 
憶装置に接続して使用するものである場合は、本書に記載された注意事項を遵守してください。ま 
た、必要なデータはパックアップを作成してください。お客様が、本書の注意事項に違反し、また 
はバックアップの作成を怠ったために、データを消失•破棄に伴う損害が発生した場合であっても、 
弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

■ 本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または重大な過 
失があった場合を除き、本製品の購入代金と同額を上限と致します。 

■本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製品または 
同等品に交換致しますが、当該瑕疵に基づく損害賠償の貴に任じません。 J 








安全にお使いいただくために必ずお守りください 


お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただくため 
に守っていただきたい事項を記載しました。 

正しく使用するために、必ずお読みになり内容をよく理解された上で、お使いください。なお、 
本書には弊社製品だけでなく、弊社製品を組み込んだパソコンシステム運用全般に関する注意 
事項も記載されています。 

パソコンの故障/トラブルやデータの消失•破損または、取り扱いを誤ったために生じた本製品 
の故障/トラブルは、弊社の保証対象には含まれません。あらかじめご了承ください。 


■使用している表示と絵記号の意味 


警告表示の意味 


警告 

絶対に行ってはいけないことを記載しています。この表示の注意事項を守らない 
と、使用者が死亡または、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示の注意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害の発生 
が考えられる内容を示しています。 


絵記号の意味 


A 

△は、警告 • 注意を促す記号です。△の近くに具体的な警告内容（例 ：_ 

電注意）が描かれています。 


〇に斜線は、してはいけない事項（禁止事項）を示す記号です。 

〇の中や近くに、具体的な禁止事項が描かれています。（例： （$) 分解禁止） 

• 

•は、しなければならない行為を示す記号です。 

•の近くに、具体的な指示内容（例：它プラグをコンセントから抜く）が描 
かれています。 


△警告 


本製品に液体をかけたり、異物を内部に入れたりしないでください。液体 
^ や異物が内部に入ったら、パソコンおよび周辺機器の電源スイッチを OFF 
電源プラグを にし、コンセントから電源プラグを抜いてください。 

そのまま使用を続けると、シヨートして火災になったり、感電したりする恐れがあり 
ます。弊社サボートセンターまたは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

( g ) 風呂場など、水分や湿気が多い場所では、本製品を使用しないでください。 

H 火災になったり、感電、故障する恐れがあります。 

使用禁止 


® 本製品の分解 • 改造 • 修理を自分でしないでください。 

火災•感電•故障の恐れがあります。また、本製品のシールやカバーを取り外した場合、 
分解禁止修理をお断りすることがあります。 

















煙が出たり変な臭いや音がしたら、パソコンおよび周辺機器の電源スイッチ 
^ を OFF にし、コンセントから電源プラグを抜いてください。 

そのまま使用を続けると、シヨートして火災になったり、感電したりする恐れがあり 
ます。弊社サボートセンターまたは、お買い求めの販売店にご相談ください。 


C 本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。与えてしまっ 
た場合は、すぐに電源スイッチを OFF にし、コンセントから電源プラグ 
電源プラグを を抜いてください。 

本製品は精密機器です。衝撃を与えないように慎重に取り扱ってください。衝撃は 
本製品の故障の原因となります。 

aT \ AC 100 V (50/60 Hz ) 以外のコンセントには、絶対に電源プラグを差し 
^ 込まないでください。 

m± 海外などで異なる電圧で使用するとシヨートしたり、発煙や火災の恐れがあります。 

<~\ 濡れた手で本製品に触れないでください。 

パソコンおよび周辺機器の電源フラグがコンセントに接続されているときは、感電の 
禁止 原因となります。また、コンセントに接続されていなくても故障の原因となります。 

X-N 電源コードを傷つけたり、加工、加熱、修復しないでください。火災になっ 
たり、感電する恐れがあり、本製品の故障の原因ともなります。 

m± • 設置時に、電源コードを壁やラック（棚）などの間にはさみ込んだりしないで 

ください。 

• 重いものをのせたり、引っ張ったりしないでください。 

• 熱器具を近付けたり、加熱したりしないでください。 

-電源コードを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。 

• 極端に折り曲げないでください。 

-電源コードを接続したまま、機器を移動しないでください。 

万一、電源コードが傷んだら、弊社サボートセンターまたは、お買い上げの販売店 
にご相談ください。 


〇 小さなお子様が電気製品を使用する場合には、本製品の取り扱い方法を理解 
した大人の監視、指導のもとで行ラよ5にしてください。 

強制 


〇 電気製品の内部やケーブル、コネクタ類に小さなお子様の手が届かないよ5 
に機器を配置してください。 

さわってけがをする恐れがあります。 


〇 本製品を取り付け、使用する際は、必ずパソコンメーカおよび周辺機器メー 
力が提示する警告や注意指示に従ってください。 


〇 シリアル ATA ケーブルは必ず本製品付属のものをご使用ください。 

本製品付属以外のシリアル ATA ケーブルをご使用になると、電圧や端子の極性が 
異なることがあるため、発煙、発火の恐れがあります。本製品の故障の原因ともな 
ります。 











〇 電源プラグは、コンセントに完全に差し込んでください。 

差し込みが不完全なまま使用すると、ショートや発熱の原因となり、火災 
強制 や感電の恐れがあります。 


A 注意 


/ C \ 八ードディスク、 M 0、 フロッピーディスクドライブなどのデータの格納用 
vy 機器へのアクセス中は、パソコンや機器の電源を OFF にしたり、リセット 
禁止 したりしないでください。 


データを消失、破損する恐れがあります。バックアップの作成を怠ったために、データ 
を消失、破損した場合、弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 


❶ 

強制 

各接続コネクタのチリやほこり等は、取りのそいてください。 

各接続コネクタには手を触れないでください。 

故障の原因となります。 

§ 

本製品の上に物を置かないでください。 

傷がついたり、故障の原因となります。 

§ 

通風口をふさいだり、他の機器と密着させないでください。 

故障の原因となります。 

§ 

アクセスランプが点灯/点滅している間は、電源スイッチを OFF にしたり、 
システムをリセットしたりしないでください。 

§ 

シンナーやベンジン等の有機溶剤で、本製品を拭かないでください。 

本製品のよごれは、乾いたきれいな布で拭いてください。汚れがひどい場合は、き 
れいな布に中性洗剤を含ませ、かたくしぼってから拭き取ってください。 

❶ 

強制 

静電気による破損を防ぐため、本製品に触れる前に、身近な金属（ドアノブ 
やアルミサッシなど）に手を触れて、身体の静電気を取り除くようにしてくだ 
さい。 

人体などからの静電気は、本製品を破損、またはデータを消失、破損させる恐れが 
あります。 

❶ 

強制 

パソコンおよび周辺機器の取り扱いは、各マニュアルをよく読んで、各メー 
力の定める手順に従ってください。 

❶ 

強制 

電源スイッチの ON / OFF は、少なくとも数秒の間隔をあけて行ってください。 

本製品の故障、データの消失、破損の恐れがあります。 














〇 ハードディスク内のデータは、必ず他のメディア（フロッピーディスク、 
M 0 ディスク等）にバックアップしてください。 

とくに、修復、再現できない重要なデータは、オリジナルの更新前、更新後と、常に 
二重のバックアップを作成されることをおすすめします。次のような場合に、データ 
が消失、破損する恐れがあります。 

• 誤った使い方をしたとき 
• 静電気や電気的ノイズの影響を受けたとき 
•故障、修理などのとき 

• パソコンの電源スイッチを OFF にした直後に、すぐに電源スイッチを〇 N にしたとき 
-天災による被害を受けたとき 

上記の場合に限らずバックアップの作成を怠ったために、データを消失、破損した 
場合、弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 


〇 本製品の取り付け、取り外しや、ソフトウェアをインストールするときな 
ど、お使いのパソコン環境を少しでも変更するときは、変更前に必ずパソ 
強制 コン内（ハードディスク等）のデータをすべて M 0 ディスク、フロッピー 

ディスク等にバックアップしてください。 

誤った使い方をしたり、故障などが発生してデータが消失、破損したときなど、バック 
アップがあれば被害を最小限に抑えることができます。 

パックアップの作成を怠ったためにデータを消失、破損した場合、弊社はその責任 
を負いかねますのであらかじめご了承ください。 


/ r \ 次の場所には設置しないでください。感電、火災の原因となったり、製品 
vy やパソコンに悪影響を及ぼすことがあります。 

• 強い磁界や静電気が発生するところ 
-直射日光が当たるところ 
• ほこりの多いところ 

•温度、湿度がパソコンのマニュアルが定めた使用環境を超える、または結露する 
ところ 

•振動が発生するところ 4けが、故障、破損の原因となります。 

• 平らでないところ 4転倒したり、落下して、けがや故障の原因となります。 

•火気の周辺、または熱気のこもるところ 

—故障や変形の原因となります。 

• 漏電または漏水の危険があるところ 

4故障や感電の原因となります。 


本製品内部からの放熱により製品が少し熱くなりますが、異常ではありま 
'ey せん。熱がこもると故障の原因となりますので、製品使用中は布などかぶ 
禁止せないようにしてください。 


〇 本製品を廃棄するときは、地方自治体の条例に従ってください。 

条例の内容については、各地方自治体にお問い合わせください。 

強制 
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はじめに 

本製品を使用する前に知っておいていただきたいことを説明しています。 


特長 


• 7200 回転、流体軸受けの八ードディスクを採用 

高速回転で流体軸受けの八ードディスクを採用しています。 

•シリアル ATA 対応 

弊社製外付けシリアル ATA インターフェースに接続が可能です。また、付属の外部シリアル 
ATA ブラケットを使えば、パソコン内部のシリアル ATA コネクタに接続こともできます。 

•ホットプラグに対応（弊社製外付けシリアル ATA インターフェースと接続した場合のみ） 

本製品やパソコンの電源が入った状態でも、ケーブルを抜き差しして自由につなぎ替えられます。 
※本製品を起動用八ードディスクとして使用する場合や付属の外部シリアル ATA ブラケット 
を使用して本製品を接続した場合、ホットプラグに対応しません。本製品を取り外すときは、 
パソコンの電源を OFF にしてください。 

※ケーブルを抜く際は、必ず定められた手順に従って作業してください。 [ P 14 「八ードディスクの取り 
外しかた」】 

• FAT 32 フォーマット済み 

出荷時に論理フォーマットされていますので、そのままパソコンに接続してご使用いただけます。 

• 起動用八ードディスクとして使用することが可能 

本製品に〇 S をインス!ルし、起動用八ードディスクとして使用していただくこともできます。 

※ホットプラグは非対応です。 


HD - HBS シリーズユーザーズマニュアル 





各部の名称 



電源の ON/OFF 


本製品の電源スイッチで電源を〇 N / OFF してくださし、。 


省電力機能について 


本製品には、省電力機能があるため、電源が ON のままでも以下のように動作します。 

① パソコン本体の電源が OFF になると自動的に省電カモード（八ードディスクの回転を止 
め、消費する電力を抑えた状態です。パワーランプは消灯します。）になります。 

② バソコン本体の電源が ON になると省電カモードが解除されます。 

※本製品を起動ドライブとしてお使いの場合は、省電カモードになりません。 

※パソコンによっては、パソコン本体の電源を OFF にしても本製品が省電カモードにならないことがあります。 

この場合は、本製品の電源スイッチを操作して ON/OFF を切り替えてください。 

※パソコンの電源スイッチを OFF にしてから本製品のパワーランプが消えるまでに、少し時間がかかる 
ことがあります。 

※本製品を長時間使用しない場合は、電源スイッチを OFF にしてください。 
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HD - HBS シリーズユーザーズマニュアル 







































セットアップ 


本製品のセットアップ手順を説明しています。 


ツプのながれ 


本製品のセツトアツプ手順は次のとおりです。 

r«a 詳しい手順は、別紙「はじめにお読みください j を参照してください。 

データ保存用の八ードデイスクとしてお使いになる場合 


本製品の電源ケーブルを 
コンセントに接続する 


▼ 


パソコンの電源スイツチを ON にする 


▼ 


ユーティリティ CD をパソコンにセツトする 


▼ 


簡単セツトアツプの指示に従って本製品をパソコンに接続する 


▼ 


これで本製品が使用できるようになります。 

※本製品は、出荷時に FAT 32 形式 （1 パーティション）で論理フォーマツトされていますので、 
改めてフォーマツトする必要はありません。本製品を複数の領域に分けてご使用になる場合のみ 
フォーマツトしてください。 
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起動用八ードデイスクとしてお使いになる場合 


■パソコンに付属の CD - ROM から OS をインス I -ールする場合 

本製品をパソコンに接続して電源を〇 N にし、パソコンのマニュアルを參照して〇 S をインストー 
ルしてください。 

r«a os をインス I ルした後、八ードディスク内に未使用領域がある場合は、パーティシヨ 
ンを作成し、 フォーマツ トしてください。 【 P 15 「フォーマツ ト」】 

■ 0 S の CD - ROM からインス I -ールする場合 

本製品をパソコンに接続して電源を〇 N にし、〇 S をインス!ルします。画面に表示されるメッセージに 
従って操作してください。インストール手順は Windows のマニュアルを參照してください。 

Windows を新規にインス!ルする場合の一般的な手順は、次のとおりです。 


本製品をパソコンに接続して、電源を ON にする 


▼ 


Windows の起動デイスクからバソコンを起動する 


▼ 


Windows をインス!ルする【各 0 S のマニュアルを参照】 


▼ 


パソコンを再起動する 
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ップ時の注意 


• PC 98 -NX シリーズを使用しているときは、 CyberTrio-NX が「アドバンストモード」になって 
いることを確認してください。 

アドバンストモードになっていないと、本製品のドライバをインストールできないことがあり 
ます。次の手順でアドバンストモードに変更してください。 

• モードの確認方法 

タスクバーに表示されている CyberTrio-NX のインジケータ®の色で確認できます。 


赤 

アドバンストモード 

設定を変更する必要はありません。 

黄 

ベーシックモード 

アドノ V'ンストモードに設定を変更してください。 

緑 

キッズモード/カスタムモード 

アドバンストモードに設定を変更してください。 


「 CyberTrio - NX 」 のモードの変更方法 

再起動後もアドバンストモードになるように設定を変更します。詳しい手順はパソコン本体 
のマニュアルを參照してください。 

① [スタート]—[プログラム]— [CyberTrio-NX] — [Go To アドバンストモード]の順 
に選択します。アドバンストモードに切り替わります。 

② [スタート]一 [プログラム]— [Cybe 「 T 「 io-NX] - [CyberT 「 io-NX セットアップ]の 
j 頃に選択します。 

③ [CyberTrio-NX のプロパティ]ダイアログボックスが表示されます。[アドバンストモード] 
を選択して [0K] をクリックします。 

以上でアドバンストモードに設定されました。 

本製品のドライバをインス I ルした後は、アドバンストモード以外のモードも使用できます。 
任意のモードに変更してください。 



セ 

ツ 

卜 

ア 

ヅ 

プ 


• Windows 2000を使用している場合、セットアップ中に[新しいハードウェアの検出ウィザード] 
が表示されることがあります。この場合は、ウィザード画面の[完了]をクリックしてください。 

「このデバイス用のソフトウェアはインス!ルされましたが、正しく動作しない可能性があります。」 
と表示されますが、本製品は正常に動作します。 


•本製品は、出荷時に FAT 32 形式 （1 パーティション）で論理フォーマツトされていますので、 
通常は改めてフォーマツトする必要はありません。 


•本製品を複数の領域に分けてご使用になる場合は、ご使用の前にフォーマツトしてください。 
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使いかた 


使用上の注意について説明しています。 


使用上の注意 


mm •本製品に仮想メモリを割り当てないでください（本製品に os をインストールした場合を除 
く)。本製品を取り外した際に、八ードディスク内のデータが破壊されるおそれがあります。 
•本製品のアクセスランプが点灯または点滅しているときは、絶対にシリアル ATA ケー 
ブルや電源ケーブルを抜いたり、バソコンの電源スイツチを0 FF にしたりしないでく 
ださい。データが破損するおそれがあります。 


•本製品はホットプラグに対応しています（弊社製外付けシリアル ATA インターフェースに接 
続した場合のみ)。 

本製品やパソコンの電源スイッチが〇 N のときでも、ケーブルを抜き差しできます。ただし、 
必ず定められた手順に従って取り外してください。 【 P 14 「八ードディスクの取り外しかた」】 


mm 八ードディスクにアクセスしているとき(アクセスランプが点灯/点滅しているとき）や本 
製品を起動用ドライブとしてお使いのときは、絶対にケーブルを抜かないでください。八一 
ドディスク内のデータが破損するおそれがあります。 


•パソコン本体と周辺機器のマニュアルも必ず参照してください。 


•本製品を横置きにする場合 

付属のゴム足 （4 個）を本製品の底面のくぼみに 
貼り付けてください。 

ゴ厶足には両面テープが付いています。 

•右図のとおりにゴム足を取り付けてくだ 
さい。 

• 本製品を積み重ねないでください。 


• 本製品は次のように設置してください（図は背面から見たところです)。 



ゴム足 


<良い設置例> 
電源スイツチを 
上にします。 
電源スイツチを 
右にします。 


〇 


' 日 h ■ 

1 i 


〇 


•田 


<悪い設置例> 


x 


x 




〇 


動作中に八ードディスクを移動させたり、設置方向を変えないでください。八ードディスク 
の破損の原因となります。 
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A 本製品の発熱について 

本製品は筐体を利用して内部からの熱を放熱しております。筐体表面が熱くなりますが、 
異常ではありません。また、本製品が省電カモードのときは、待機電流のため少し温かく 
なります。熱がこもると故障の原因となりますので、次の事項は行わないでください。 

• 本製品を積み重ねないでください。 

• 本製品の上や周りに放熱を妨げるような物を置かないでください。 

• 本製品に布などをかぶせないでください。 


•本製品に保存できる1ファイルの最大容量は 4 GB です。 

本製品は FAT 32 形式でフォーマットされているため、1ファイルの最大容量が 4 GB となります。 
NTFS 形式で本製品をフォーマット（初期化）すれば1ファイルが 4 GB 以上のファイルでも保 
存できるようになります。 

•八ードディスクの動作時、特に起動時やアクセス時などに音がすることがありますが、異常では 
ありません。 
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八ードディスクの取り外しかた 


本製品の接続方法によって取り外しかたが異なります。次の手順で取り外してください。 


本製品を起動用八ードディスクとしてお使いの場合 （0 S をインス!^ールし 
た場合）は、本製品を取り外さないでください。 

本製品に〇 s をインストールした場合、本製品を取り外すとパソコンが起動しません。また、 
再度接続したときもパソコンが起動しない恐れがあります。 


•必ず次の手順に従って取り外してください。次の操作を行わずに本製品を取り外すと、エラー 
メッセージが表示されます。 

•本製品にアクセスしているときは、本製品を取り外さないでください。故障の原因となります。 
•以下の説明では、 WindowsXP の画面を使用しています。 

パソコンの電源スイッチが OFF のときには、そのまま取り外せます。 

弊社製外付けシリアル ATA インターフェースに接続した場合 


1タスクバーのステータス表示領域に表示されているアイコン （ WindowsXP )、 
$ ( Windows 200 0) をクリックします。 

2 メニューが表示されたら、 [ ユニットドライブ名-ドライブ( X ：)を停止します]をク 
リックします。 

下線部には、本製品に割り当てられたドライブ名が表示されます。ユニットドライブ名 
はお使いの製品によって異なります。 

WindowsXP の場合は、メッセージが少し異なります。 

-本製品に割り当てられ 

ているドライブ名が表 
7 F されます0 

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX -ドライブ止します L 

■ ' " " — " — ■ ~ \7 22:11 

3 1 ■取り外すことができます。 J と表示されたら [0 K ] をクリックし、本製品を取り外します。 

naa WindowsXP の場合は、 [ ok ] をクリックする必要はありません(表示は自動的に消えます)。 


パソコンのシリアル ATA コネクタや付属の外部シリアル ATA ブラケッ 
卜に接続した場合 

msm バソコンの動作中に本製品を取り外すことはできません。 

1 Windows を終了し、パソコンの電源を OFF にします。 

2本製品を取り外します。 


14 


HD - HBS シリーズユーザーズマニュアル 











フオ—マツト 


本製品をフォーマット（初期化）する方法を説明しています。 


ご注意 


• 本製品は出荷時に FAT 32 形式 （1 パーティション）でフォーマツトされて 
います。通常はそのままの状態でこ'使用いただけます。 

本製品を複数の領域に分けてお使いになる場合は、以下に記載の手順でフォー 
マツトしてください。 


•フォーマット中は、絶対にパソコンの電源スイッチを OFF にしたり、リセットしないでください。 

ディスクが破損するなどの問題が発生します。また、以後の動作についても保証できません。 
ご注意ください。 

•フォーマットすると、八ードディスク内にあるデータは失われます。フォーマットする前に、 
八ードディスクの使用環境をもう一度よく確認してください。 

八ードディスクのフォーマットは、お客様ご自身の責任で行うものです。 

誤って大切な データ や プログラムを 削除しないように、 フォーマッ トを実行するディスクが何台目 
のディスクか、パーテイシヨン名は何か必ず確認しておいてください。 
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■ーマツトのしかた 


WindowsXP/ 2000 をお使いの場合、 2 種類の フォーマット 方法があります。用途に応じて以下 
の ページを参照し フォーマット してください。 


籲キヤプチヤを使っている 1 


キャプチャボードなどでテレビや 
ビデオの映像を録画したデータを 
本製品に保存する場合。 


• DVD を作ることがある- 

本製品を取り付けたパソコンで 
DVD-Video やデータディスク 
(DVD) を作成する場合。 



• 容量が 4 GB 以上のファイルを保存したい一 
1 ファイルが 4GB 以上の容量を持つ 
フアイルを本製品に保存したい場合。 


「 DVD 作成やキャブチャを行う 
(1 ファイルの容量が 4 GB を 
超える可能性がある）場合 j 

【 P 19】 

1 ファイルが 4GB を超えるファイルを 
保存することができます。 

本製品を NTFS 形式でフォーマツトします。 


• NTFS 形式でフォーマツトしたい- 

本製品を NTFS 形式でフォーマット 
したい場合。 


籲簡単にフォーマツトしたい ■ 


簡単にフォーマツトしたい場合。ただし、 
1 ファイルの容量が 4GB 以上のファイル 
は保存できません。 


• FAT 32 または FAT 16 形式で ■ 

フォーマツトしたい 

本製品を FAT32 形式または FAT16 
形式でフォーマツトしたい場合。 


「 WindowsXP / 2000をお使いの 
場合」 【 P 17】 

簡単に フオー マツトすることができます。 
本製品を FAT32 形式または FAT16 形式 

でフオーマツ トします。 

1ファイルが 4 GB 以上のファイル 
を保存できません。 
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WindowsXP /2000 をお使いの場合 

mm FAT 32 形式でフォーマツトした場合、1ファイルの最大容量は 4 GB となります。 【 P 19 
「 DVD 作成やキヤプチヤを行う （1 ファイルが 4 GB を超える可能性がある）場合】の 
方法でフォーマツトすれば1ファイルが 4 GB 以上のファイルでも保存できます。 

ここでは例として、本製品の出荷時状態から再度フォーマツトする手順を説明します。 

フォーマツトには DISK FORMATTER を使用します。以下の手順でインストールした後、フォーマツトしてください。 

■ DISK FORMATTER をインス I ^ー ルする 

1パソコンに ユー テイリテイ CD をセツトします。 

簡単セツトアツプが起動します。 

2 r DISK FORMATTER のインス!^ ー ル』を選択し、 [ 開始 ] をクリックします。 


以降は画面の指示に従ってインス!ルしてくださし、。 


■フォーマツトする 

フォーマツトする前に本製品をパソコンに接続してください。 

[スタート]—[プログラム]— [ BUFFALO ] - [DISK FORMATTER ] - [DISK FORMATTER ] 
の順に選択し 、 Disk Formatter を起動します。 



パーティシヨン情報に「空領域」が表示されたことを確認してください。「空領域」が表示されたら、 
次の手順に進みます。 
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mm • フォーマツトするドライブを間違えないでください。 

• FAT 16 から FAT 32 に変換する場合は、本製品をもう一度 FAT 32 でフォーマツト 
してください。 0 S に付属の 1 ■ドライブコンバータ j で FAT 16 から FAT 32 に変換 
すると、エラーが発生し、 FAT 32 に変換できない場合があります。 

• 2047 MB を超える容量を1つの領域として確保する場合は、[ファイルシステム]に 
[ FAT 32] を選択してください。 [ FAT 16] では、1つの領域は最大 2047 MB となります。 

• Disk Formatter に関する詳細は、付属のユーテイリテイ CD に収録されている 「Disk 
Formatter ソフトウェアマニュアル j ( diskformatter . pdf フアイル)を参照してください 0 
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DVD 作成やキヤプチヤを行う （1 ファイルが 4 GB を超える可能性 
がある）場合 

ここでは NTFS 形式でフォーマットする手順を説明します。 

フォーマットする前に本製品をパソコンに接続してください。 

mm •本製品は、ダイナミックディスクにアップグレードすることはできません。 

※ダイナミックディスクについては、 Windows のヘルプを参照してください。 

• 以下の説明では、 Windows 2000の画面を使用しています。 

1 WindowsXP / 2000を起動し、コンピュータの管理者権限があるユーザー 
でログオンします0 


2デスクトップにある[マイコンピュータ]を右クリックします。 
WindowsXP の場合 

[スタート]をクリックし、[マイコンピュータ]を右クリックします。 

3 メニューが表示されたら[管理]をクリックします。 



[ディスクの管理]をクリックします 
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本製品に割り当てられている 
ドライブを確認、します。 
※ドライブを間違えると、 
八ードディスクの中身が 
すべて消えてしまいます 
ので、ご注意ください。 


①本製品に割り当てられている領域 
を右クリックします。 


^ CDROM 0 

CDROM <E) 



0* デイ; W»0 

ベ—;/!^ 

11.24 QB 

6.53 QB NTFS 1 470 QB FAT32 

正* (シス テ IIes 


デ < ス in 
ベ-シ的 

111.79 QB 
わ5心 



111 179 QB FAT3 ； -, c 、 

| 正！ S I クスブロ-ラ® 



c ? 0 »3 


# リュ-ム 丨 



9 (F:) 

-イアウト 裡錢 

トティジョン ベ-' > j 5 

X~T<V£/ ベう、：> り 

Hi •ション ぺ， H 

フバルシステム 状® 

NTFS 正常(システム） 

FfiT32 ]Effi 

FAT32 正常 

6.53 QB 

111.76 QB 



^ CDROM 0 

CDROM (E:> 



ct> デ〆; WO 
ぺ- ' >Ji3 

11.24 QB 

オンライン 

liiu 

卜。 GB FAT32 


ペーン 5¢ 

111.79 GB 
才 

< F :) 

111.79 QB FAT32 
正常 

: ■:讀 ■顧® 緣讎翊 麵賺 ，二、 . ... .フー ーー....—. ；|! 



パニティシヨン在アクティブ ir? - ウ (M> 
ドライブ文^ 

I 


I方 •< 巩パ-テイシ i / フロパテイ® 




-②[パーテイシヨンの削除]をクリック 
します。 


7 「パーティションを削除しますか？ j と表示されたら、[はい]をクリックします。 

パーティションが削除されます。 


8 


9 
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10 [パーティションの作成ウィザードの開始] ( WindowsXP の場合は[新しい 
パーテイシヨンウイザードの開始])と表示されたら、 [ 次へ]をクリックします。 



① [拡張パーティシヨン]をクリックして 
(•) を付けます。 


② [次へ]をクリックします, 



① [使用するディスク領域]でサイズを指定 
します ( WindowsXP の場合は[パーティ 
シヨンサイズ]でサイズを指定します)。 
※サイズを変更する必要がない場合は、初期 

設定のまま最大値で確保します。 

② [次へ]をクリックします。 


13 [ パーテイシヨンの作成ウイザードの完了 KWindowsXP の場合は [ 新しいパーテイシ ヨン 
ウイザードの完了])と表示されたら、[完了]をクリックします。 
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■与 CDROM 0 

DVD (a) 

才別ン 



君 t? 广 

1910 GB 
オンライン 

©：) 

4.00 QB NTFS lllSIl QB 

1正* (シス テ W "未 W5 当て 


デイス in 

ベーシック 

191013 B 
オン5イン 

|ポリ广ム <D:> 

9.77 QB NTFS 19.34 GB 

|正* ■空き咖 




① 空き領域を右クリックします。 


② [論理ドライブの作成 ] (WindowsXP 
の場合は[新しい論理ドライブ])を 
クリックします。 


15 [パーテイシヨンの作成ウイザードの開始] ( WindowsXP の場合は[新しいパーテイシヨン 
ウイザードの開始])と表示されたら、 [次へ] をクリックします。 
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① [論理ドライブ]が選択されていること 
を確認します。 

② [次へ]をクリックします。 
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① [使用するディスク領域]でサイズを 
指定します （ WindowsXP の場合は 
[パーティションサイズ]でサイズを 
指定します)。 

«サイズを変更する必要がない場合は、初期 
設定のまま最大値で確保します。 


② [次へ]をクリックします。 


① [ドライブ文字の割り当て ] (WindowsXP 
の場合は[次のドライブ文字を割り当て 
る])をクリックし、ドライブ文字を指定 
します。 

※特に設定を変更する必要がなければ、初期 
設定のままにしてください。 


19 フォーマツト形式などを設定します。 


-②[次へ]をクリックします。 



① [このパーテイシヨンを以下の設定で 
フォーマットする]をクリックし、 （•） 
を付けます。 

② [ NTFS ] を選択します。 

③ 各項目を設定したら、[次へ]をクリッ 


く 戻 5® [ *MN)>1 I キVン t) レ I 


クします。 


し必要に応じて[ボリュームラペル]を入力します。 

—[アロケーションユニットサイズ]は特に問題のない限り、初期設定のまま使用します。 


mm 本製品にパーティションが 1 つも存在しないときは、[クイックフォーマットする] 
にチェックマーク （/) を付けないでください。チェックマーク （/) を付けると、 
フォーマットが正常に終了しません。 

20 [ パーティションの作成ウィザードの完了] ( WindowsXP の場合は [ 新しい 
パーティションウィザードの完了])と表示されたら、[完了]をクリックします。 

フォーマットが始まり、進行状況が％表示されます。 

r « a フォーマットを中止する場合は、フォーマット中のパーティションを右クリックし、 
表示されたメニューの中の[フォーマツトの中止]をクリックします。 
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フォーマツトが正常に終了すると、 
ボリュー厶ラベルとパーティション 
に加えて、「正常」と表示されます。 


『ポリュームは開かれているか、または使用中です。要求を完了できません。 J 
といラメッセージが表示された場合 

パーティションは作成されていますが、フォーマットは完了していません。 [0 K ] をクリックし、 
作成したノ くーティションを次の手順でフォーマットしてください。 

1作成したパーティションを右クリックして[フォーマット]を選択します。 

2必要に応じてボリュー厶ラベルやファイルシステムを設定し、[次へ]をクリックします。 

[クイックフォーマットする]にチェックマーク （/) を付けると、クイック 
フォーマットを行います。フォーマット時間が短縮されます。 

3 以降は画面のメッセージに従って操作します。 

以上でフォーマットは完了です。 

r « a 本製品を複数の領域に分割して使用するときは、手順17でサイズを指定し、以下手順21 
までを作成する数だけ繰り返します。 
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バックアツ 


バックアップの必要性 

八ードディスクに蓄えられた重要なデータを保護するために、外部のメディアにデータの複製を作成 
することを「バックアップ」といいます。大容量八ードディスクには、日々大量のデータが格納されます。 
事故や人為的なミスなど不測の事態でデータを失うことは、業務上大きな損失となります。 
バックアップは、付属ソフト 「True Image LE 」 で作成することができます。 

mm 八ードディスクを使用する場合は、定期的にバックアップを作成してください。 

バックアップ用のメディア 

パックアッフ用のメディアには次のようなものがあります。 

•フロッピーディスク ■光磁気ディスク （ M 0) •ネットワーク （ LAN ) サーパ 

■増設ハードディスク _ CD - R/RW - DVD-RAM - DVD - R/RW - DVD + R/RW 

大容量ノ V _ ドディスクのパックアップ先としてフロッピーディスクを選んだ場合、大量のフロッピー 
ディスクが必要になります。また時間もかかるため、効率的な手段とはいえません。可能な限り 
M 0 など容量の大きいメディアにパックアップすることをおすすめします。 

増設八ードディスクにパックアップする場合は、そのハードディスクをパックアップ専用にする 
ことをおすすめします。 

バックアップデータの復元（リストア） 

バックアッフデータを元の八ードディスクに復元することをリストアといいます。 

リストアコマンド/ ツー ルは、一般的にパックアップコマンド/ ツー ルで指定されたもの以外は 
使用できません。マニュアルなどで確認して使用してください。 
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メンテナンス 


Windows 付属のツールを使用した八ードディスクのメンテナンスについて説明します。 

八 _ ドディスクのエラ _ チェック（チェックディスク） 

Windows には、八ードディスクのェラー(異常）をチェックするためのツールが付属しています。 
このツールはェラーを修復することもできます。八ードディスクを安全に使用するために、八ード 
ディスクを定期的にチェックすることをおすすめします。 

•エラーのチェック方法は、 Windows のヘルプやマニュアルを参照してください。 

八ードディスクの最適化（デフラグ） 

八ードディスクを長期間使用してファイルの書き込みや削除を繰り返していると、ファイルが分断 
されてディスクのあちらこちらに散らばってしまいます。これを断片化（フラグメンテーション） 
といいます。断片化されたファイルは、読み書きする際にディスクのあちらこちらにアクセスしな 
くてはいけないため、時間がかかっています。 

このように散らばってしまったファイルをきれいに並べなおすことを、最適化(デフラグメンテーション） 
といいます。八ードディスクを最適化すると、ディスクアクセスの速度が改善されます。 

Windows には、断片化した八ードディスクを最適化するためのツールが付属しています。八ード 
ディスクを快適に使用するために、定期的に八ードディスクを最適化することをおすすめします。 

r «=1 •最適化の方法は、 Windows のヘルプやマニュアルを参照してください。 


特定のソフトウェアが使用できない場合 


パソコン標準搭載の八ードディスクを対象にしたソフトウェア （※） 上で、本製品を使用できない 付 
ことがあります。 録 
その場合は、パソコンに標準搭載の八ードディスクを使用するか、他のソフトウェアを使用してください。 

※ソフトウェアの仕様はソフトウェアメーカ（プリインス!'ールソフトではパソコンメーカの場合 
があります）にご確認ください。 


Disk Formatter のアンインストール 


付属ソフト 「Disk Formatter 」 が不要になったときは、以下を參照してアンインス! -- ルしてください。 

I [スタート]一[(すべての）プログラム] 一 [BUFFALO] — [DISK FORMATTER] 
—[アンインストーラ]の順に選択します。 

2以降は画面の指示に従って操作します。 

以上で Disk Formatter のアンインストールは完了です。 
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仕様 


最新の製品情報や対応機種については、カタログまたはインターネットホームページ ( buffalo . jp ) を参照してください。 


準拠規格 

SerialATA Specification Revision 1 .0 

コネクタ 

外部 SerialATA 

最大転送速度 

1.5 Gbps 

出荷時 フォーマツ ト形式 

FAT 32(1 パーテイシヨン） 

最大消費電力 

25 W 

動作環境 

温度 

5〜 35 °C 

湿度 

20〜80% (結露なきこと） 

対応 0 S 

WindowsXP(Media Center Edition を含む ) Service Packl 以上、 
Windows 2000 Service Pack 3 以上 


※弊社製外付けシリアル ATA インターフェースに接続した場合にのみホットプラグに対応します（本製品を 
起動用八ードディスクとしてお使いの場合を除く）。パソコンのシリアル ATA コネクタや付属の外部シリ 
アル ATA ブラケットを使用している場合は、ホットプラグに対応していません。 
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